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1. 研究背景・目的 

施工現場において取り扱いが難しいと言われる泥炭土に対してセメント安定処理工法は有効な手段の一つ

といえる．しかしながら，現場サイトの施工事情によっては，セメント固化させた後に切り出して破砕･転

圧を施すこともあり得る．本研究では通常の泥炭セメント安定処理土を初期固化土，破砕･転圧したものを

固化破砕土と定義し，固化･破砕の応力履歴を伴う泥炭セメント安定処理土に対して一軸圧縮試験を実施し

た．本報告では，その結果と考察について述べる． 

2. 実験概要 

 土試料は，秋田県西仙北町で採取した秋

田泥炭と，北海道江別市で採取した江別泥

炭の 2 種類を用いた．表-1 に各試料の物理

特性を示す．固化材は高有機質特殊土用セ

メント 1) (以下特殊固化材と称す)を用いた． 

土試料と固化材の配合手順は地盤工学会基準「安定処理土の締固めをしない供試体作製方法(JGS0821-

2000) 2)」に準じた．配合後，D/H=50mm/100mm のプラモールドにやや多めに安定処理土を充填した．この

ときモールドを軽く打撃して気泡を除去する．所定期間の養生

後，上端面を平滑化し，モールドから脱型して一軸圧縮試験(軸

ひずみ速度:1.0%/min)を行った．試験後の初期固化土を破砕し，

10mmふるいで裏ごしした後に D/H=100mm/200mm のモールドに

締固め回数 12+13+12 回の 3 層に分けて，やや多めに転圧した．

所定期間の養生後，モールドから脱型し D/H=50mm/100mm に成

形し，作製した供試体に対して一軸圧縮試験(軸ひずみ速

度:1.0%/min)を行った． 

 テストケースは以下の 2 種類とした．ケース①秋田泥炭を

5mm ふるいで裏ごしして大きな繊維質などを除去し，特殊固化

材を配合したもの．配合の際には，固化材添加量 C=150，

200kg/m3，初期養生日数 ts=7，14，28 日に設定した．破砕･転圧

後，転圧後養生日数 tcc=14 日に設定した．ケース②江別泥炭と特

殊固化材を配合したもの．配合の際，C=200kg/m3，ts=7 日に設定

した．破砕･転圧後，tcc=14，21，28 日に設定した． 

3. 実験結果および考察 

3.1. 一軸圧縮強さ quおよび変形係数 E50 

 図-1 にケース①C=200kg/m3における初期固化土の応力-ひずみ

曲線を，図-2 に qu と ts の関係を示す．図-1 および図-2 より，初

期固化土は ts の増加に伴い qu も増加し，その割合は ts=7 日から

ts=28 日までで 72.9%増になることが分かる．これは，養生日数

の増加に伴い，水と固化材の反応が促進され，エトリンガイト

などの水和生成物が多く生成するためと考えられる 3)．しかし，

固化破砕土は tsの増加に伴い quは減少する．その割合は 67.0%減

となる．更に，固化破砕土は初期固化土よりも qu が著しく低い．

表-1 土試料の物理特性 

土試料 
含水比
w(%) 

土粒子密度
s(g/cm3) 

強熱減量
L(%) 

分解度
H(%) 

秋田泥炭 632.81 1.65 66.2 86.1 

江別泥炭 785.32 1.56 90.34 75.50 
 

 
図-1 応力-ひずみ曲線 

 

 
図-2 一軸圧縮強さ quと 

      初期養生日数 tsの関係 
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これは，破砕されることによっ

て初期養生期間で形成した骨格

構造が失われ，破砕･転圧して

も従来の安定処理土としての骨

格構造を再形成することができ

なかったためと考えられる 4~5)．

このことを裏付けるため，各 ts

における初期固化土から固化破

砕土への強度低下の割合を強度

低下率α%と定義する．図-3に α

と ts の関係を示す．ts=14~28 日

での強度低下が著しい .このこ

とは，ts が長いほど水と固化材

の水和反応がほぼ完了しており，破砕･転圧後に反応が殆どみられな

い 5)ものと思われる．このことから，もし施工現場で，再発現強度を

期待するならば， ts は短い方が妥当といえる．図-4 にケース①

C=200kg/m3 における変形係数 E50 と ts の関係を示す．図-4 では，初

期固化土は ts の増加に伴い E50 も増加する傾向であったが，固化破砕

土は初期固化土と比べて E50 は低くほぼ変わらない．このことから，

初期固化土の破壊挙動は脆性的，固化破砕土は塑性的であることが

わかる． 

3.2. 間隙比 e と湿潤密度ρ tに及ぼす養生日数の影響 

各ケースにおいて，間隙比 e と湿潤密度 ρt を算出した．図-5 およ

び図-6 にケース①C=200kg/m3 の e と ts の関係および ρt と ts の関係を

示す．これらの図から，ts の増加による e，ρt の変化は殆どみられな

い．このことは，図-2 で，初期固化土も固化破砕土も ts の増加によ

る強度変化が明瞭にみられたが，強度が eや ρt等の物理量に依存して

いないことを示している．すなわち，安定処理土の内部における土粒

子，間隙，水，固化材（水和物）の総量は変わらないものの，その存在形

態が変化することで，強度特性に影響を及ぼしているものと推測される． 

3.3. 転圧後養生日数 tccが与える影響 

図-7 にケース②における quと tccの関係を示す．この図から，前述

に加えて tsのみならず，tccが増加してもquは増加することがわかる．

その割合は tcc=14 日から ts=28 日までで 89.2%増になる．よって，強

度増加は tsが短く，tccが長い方が期待できる傾向にある． 

4. 結論 

 本研究で得られた新たな知見は，以下のとおりである． 

 ➀泥炭セメント安定処理土は ts の増加に伴い qu も増加し，その割

合は ts=7 日から ts=28 日までで 72.9%増であった．②固化破砕土への

強度低下の割合を強度低下率αと定義すれば ts =14~28 日での強度低

下が著しい．③本研究で調べた固化･破砕を伴う泥炭セメント安定処理

土の間隙比と湿潤密度は養生日数による影響は殆どみられなかった． 
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図-5 間隙比 e と初期養生 

日数 tsの関係 

  
図-6 湿潤密度 ρtと初期養生 

日数 tsの関係 

  
図-7 一軸圧縮強さ quと転圧後 

養生日数 tccの関係 
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